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横浜青年

６
月
１
日
の
朝
日
新
聞

夕
刊
１
面
で
ウ
イ
リ
ア

ム
ズ
郁
子
さ
ん
の
こ
と

が
報
じ
ら
れ
た
。
郁
子

さ
ん
は
昨
年
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
・
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
世
界
祈

祷
週
で
奨
励
を
お
願
い

し
た
方
で
あ
る
。
新
聞
に
よ
る
と
郁

子
さ
ん
は
イ
ギ
リ
ス
で
旧
日
本
軍
の

捕
虜
と
出
会
い
、
日
本
に
対
す
る
憎

し
み
を
持
つ
彼
ら
と
の
和
解
に
苦
し

ま
れ
た
。
聖
公
会
の
牧
師
と
な
り
誠

心
誠
意
謝
罪
す
る
こ
と
で
和
解
に
至
っ

た
と
の
こ
と
▼
実
は
横
浜
の
保
土
ヶ

谷
に
英
連
邦
戦
死
者
墓
地
が
あ
り
、

そ
こ
で
も
日
本
軍
の
捕
虜
と
な
っ
た

人
び
と
へ
の
謝
罪
と
和
解
の
た
め
の

追
悼
礼
拝
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
前
総

主
事
田
口
努
さ
ん
か
ら
伺
い
２
０
１

６
年
か
ら
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

太
平
洋
戦
争
で
捕
虜
と
な
り
日
本
に

連
れ
て
来
ら
れ
、
過
酷
な
労
働
や
虐

待
、
病
気
、
栄
養
失
調
な
ど
で
亡
く

な
ら
れ
た
１
８
０
０
余
名
が
美
し
い

広
大
な
墓
地
に
眠
っ
て
い
る
。
彼
ら

の
中
に
は
戦
時
中
、
タ
イ
の
泰
緬
鉄

道
建
設
の
強
制
労
働
の
末
、
日
本
で

命
を
落
と
し
た
捕
虜
も
多
い
と
い
う

▼
永
瀬
隆
さ
ん
は
そ
の
当
時
日
本
軍

の
通
訳
と
し
て
働
き
、
戦
後
深
く
戦

争
責
任
を
感
じ
て
、
１
９
９
５
年
、

戦
後
50
年
の
夏
、
多
く
の
方
に
呼
び

か
け
て
、
こ
の
墓
地
で
戦
没
捕
虜
追

悼
礼
拝
が
始
ま
っ
た
。
今
年
で
第
29

回
を
迎
え
、
第
１
回
の
追
悼
礼
拝
か

ら
ほ
ぼ
毎
回
追
悼
の
辞
を
述
べ
て
く

だ
さ
っ
た
の
は
、
故
関
田
寛
雄
先
生

で
あ
っ
た
。
昨
年
の
礼
拝
で「
平
和
憲

法
と
と
も
に
不
戦
と
共
生
の
誓
い
を

新
た
に
す
る
」と
力
強
く
話
さ
れ
た
最

後
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
今
も
心
に
残
っ
て

い
る
。
追
悼
礼
拝
は
毎
年
８
月
の
第

１
土
曜
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。�

（
静
）

　
「
人
生
１
０
０
年
時
代
」「
超
ス
マ
ー
ト
社
会

（Society5.0

）」と
言
わ
れ
る
中
、
文
部
科
学

省
で
は
、
変
化
の
激
し
い
時
代
を
乗
り
越
え
、

一
人
ひ
と
り
が
豊
か
に
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
質
の
⾼
い
学
び
を
重
ね
、
成

⻑
し
、
多
様
な
他
者
と
協
働
し
つ
つ
、
感
性
や

創
造
性
を
発
揮
し
て
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す

⼒
を
⾝
に
付
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
伝
え

て
い
ま
す
。
多
様
な
価
値
観
に
触
れ
、
学
び
の

機
会
の
一
つ
と
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
は
、

全
国
で
６
６
７
万
人
を
超
え
る
人
が
参
加（
全
国

社
会
福
祉
協
議
会
・
２
０
２
２
年
）し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
延

べ
２
千
９
３
０
人
が
、健
康
教
育
を
は
じ
め
語
学
、

ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
、
保

育
園
、
専
門
学
校
、
高
齢
者
な
ど
の
各
事
業
に

お
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

『
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ー
私
た
ち
の
使
命
』に
は
、
愛

と
奉
仕
の
実
現
の
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

を
つ
ち
か
い
、
人
び
と
に
仕
え
、
共
に
助
け
合
っ

て
生
き
て
い
く
世
界
の
実
現
に
と
つ
め
ま
す
。」

と
あ
り
、
各
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
や
社
会
の
課
題
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
10
月
に
大
会
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
１
２
５
人（
10
代
後
半
か
ら
80
歳
代
）が
活
動

し
た
障
が
い
の
あ
る
青
少
年
た
ち
を
支
援
す
る

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ラ
ン
で
は
、
大
会
運
営
の
役
割
を
担
い

ま
し
た
。
地
域
の
人
が
月
に
１
度
集
ま
り
、
童

謡
な
ど
懐
か
し
い
歌
を
歌
い
交
流
す
る
横
浜
北

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ「
う
た
ご
え
広
場
」の
運
営
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
行
い
、
コ
ロ
ナ
下
で
休
止
し
て
い
た
活

動
の
再
開
に
向
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
リ
ー
ダ
ー（
指
導
者
）６
５

９
人（
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー=

高
校
生
37
人
を

含
む
・
２
０
２
２
年
）は
、
キ
ャ
ン
プ
や
ス
イ

ミ
ン
グ
な
ど
各
事
業
に
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

毎
年
５
月
に
行
わ
れ
る
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
会
員

総
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
ユ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
の

働
き
に
感
謝
し
、「
奉
仕
賞
」を
授
与
し
て
い
ま

す
。
奉
仕
賞
は
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
指
導
者
と

し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
認
定
・
登
録
さ
れ

た
リ
ー
ダ
ー
で
、
ア
ク
ア
テ
ィ
ッ
ク
・
ジ
ム
ナ

ス
テ
ィ
ッ
ク
・
サ
ッ
カ
ー
・
ス
キ
ー
・
野
外
活

動
・
国
際
・
地
域
・
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
そ
の

他
の
８
つ
の
分
野
で
活
動
し
て
い
る
人
を
対
象

に
、
表
彰
の
時
点
に
お
い
て
、
①
継
続
し
て
12

カ
月
以
上
ユ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
に
参

加
し
、
そ
の
働
き
が
特
に
顕
著
で
あ
っ
た
と
認

め
る
方 

②
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
特
に
優
れ
た

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

発
展
に
貢
献
し
た
方 

③
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
目
的
を
良

く
理
解
し
、
自
ら
の
働
き
を
通
し
て
広
く
社
会

に
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
願
い
を
表
し
た
方
と
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
館
長
が
推
薦
す
る
リ
ー
ダ
ー

に
授
与
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
46
人
に「
奉
仕
賞
」

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
今
後
も
新
し
い
出
会

い
や
他
者
の
価
値
観
に
触
れ
、
共
に
助
け
合
っ

て
生
き
て
い
く
世
界
を
創
る
こ
と
に
つ
な
が
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
機
会
の
提
供
を
続
け
て
い
き

ま
す
。�

（
文
責
・
編
集
部
）

人
び
と
に
仕
え
共
に
助
け
合
っ
て
生
き
て
い
く

世
界
の
実
現
目
指
す
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
青
少
年
の
教
育
や
成
長
に
関
わ
る
体
験
、
多
文
化
交
流
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
の
機
会
は
、
全
人
格
的
な
成
長
に
必
要
で
あ
る
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
号
で
は
、

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
部
を
紹
介
し
、
他
者
に
仕
え
、
多
様
な
価
値
観
に

触
れ
、
自
己
の
成
長
と
地
域
や
社
会
の
た
め
の
働
き
を
通
し
、
共
に
助
け
合
っ
て
生
き
て
い
く
世
界

を
創
る
こ
と
に
つ
な
が
る
働
き
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　11月からの国際・地域協力募金キャン
ペーンでは、毎年各 YMCA や保育園、高
齢施設などにおいて、地域の人たちに広
く呼びかけ、バザーやフェスタなどを行い、
売り上げの一部を国際・地域協力募金と
しています。このイベントでは、ユース
や各 YMCA の運営委員、事業委員、ワイ
ズメンズクラブなどのメンバーやボラン
ティアが共に活動しています。コロナ感
染拡大により開催
方法を工夫し、実
施しています。関
心 の あ る 方 は 各
YMCA へ。

　横浜YMCAでは、650人を超えるシニア、
ユース（35歳までをユースとしています）、
ジュニア（高校生）リーダーがスイミング
や体操、キャンプ、バスケットボール、サッ
カー、新体操、チアダンス、語学、アフター
スクール、オルタナティブ、保育園、高
齢者、専門学校などの事業にて活動して
います。 7 月16日には、事業を超えたリー
ダーが集まり「フットサル交流会」が行わ
れたほか、8 月 6 日に
は、ボランティアとと
もにプールなどの施
設や備品の清掃活動
に子どもたちと参加し
ます。

　富士山・三浦YMCAの ２ つのグローバル・
エコ・ヴィレッジでは、施設や備品の改
修・補修などの一部をボランティアが行っ
ています。富士山 YMCA では、 ３ 月に完
成したメインデッキリニューアル工事の
際の廃材を運びやすいようにカットした
り、廃材を利用した輪投げ板を作成しま
した。三浦 YMCA では、ヨット乗船のボ
ランティアを行う皆さんが、子どもたち
が利用するいかだ
を 製 作 し ま し た。
専門性を生かした
多様なボランティ
アにより支えられ
ています。

　横浜 YMCA 学院専門学校（中区）では、日
本語学科・国際情報ビジネス科の留学生
たちに、日ごろから日本語の会話に慣れ
てもらおうと、チューターと呼ばれるボ
ランティアの人たちが毎週 1 回（長期休暇
期間などは除く）、放課後に一対一で、1
時間から 1 時間半程度会話をしています。
日常生活でよく使う言葉や名称、日本の
文化や風習、季節の行事などを話題にし
ながら、日常会話・
表現の習得をサポー
ト し て い ま す。チ
ューターご希望の方
は専門学校まで。

国際・地域協力募金のための
バザーやフェスタでの活動

富士山YMCA・三浦YMCA
施設や備品の改修・補修

シニア・ユース・ジュニアリーダー
他者に仕える働き実践

留学生の学びをサポート
チューター活動

横浜YMCAのボランティアの取り組み（このほかにもボランティアの活動があります。参加ご希望の方は各YMCAへ）

▲�海の豊かさを守ろうと「鶴見川ゴミ拾いウォーク」
に参加したボランティアの皆さん（関連記事 2面）
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横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
全
国
の

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
と
も
に
６
月
１
日
か

ら
９
月
末
ま
で
水
難
事
故
か
ら
子

ど
も
の
い
の
ち
を
守
り
、
子
ど
も

た
ち
の
水
辺
で
の
豊
か
な
経
験
が

「
い
の
ち
」を
育
む
こ
と
を
推
進
す

る
と
し
て「
ウ
ォ
ー
タ
ー
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」に
取
り

組
ん
で
い
る
。
警
察
庁
の
発
表
に

よ
る
と
、
昨
年
全
国
で
７
月
か
ら

８
月（
夏
期
）の
水
難
事
故
は
４
５

９
件
、
水
難
者
数
は
６
３
８
人
、

う
ち
死
者
・
行
方
不
明
者
は
２
２

８
人
と
報
告
さ
れ
、
過
去
５
年
間

で
水
難
者
は
最
も
多
く
な
っ
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
い
の
ち
を
水
難

事
故
か
ら
守
ろ
う
と
今
夏
も「
自

分
の
い
の
ち
を
守
り
、
み
ん
な
の

い
の
ち
を
大
切
に
」を
テ
ー
マ
に
、

全
国
で
一
斉
に
取
り
組
む
ウ
ォ
ー

タ
ー
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
デ
ー
を
は
じ

め
、Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
や
地
域
の
幼
稚
園
・

保
育
園
・
小
学
校
な
ど
に
て
着
衣

泳
講
習
会
、
水
上
安
全
法
、
Ｃ
Ｐ

Ｒ（
心
肺
蘇
生
法
）講
習
会
を
小
学

校
教
員
や
保
育
園
職
員
に
向
け
て

行
い
、
延
べ
３
千
３
４
７
人（
７

月
15
日
現
在
）が
参
加
し
た
。

　

６
月
18
日
に
実
施
し
た「
ウ
ォ
ー

タ
ー
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
デ
ー
」で
は
、

25
ｍ
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
着
衣
泳
を
行

い
、
７
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
75
人
の
子

ど
も
た
ち
が
参
加
し
溺
れ
た
際
に
、

い
の
ち
を
ど
の
よ
う
に
守
る
か
に

つ
い
て
学
ん
だ
。
ま
た
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
の
水
泳
ク
ラ
ス
に
参
加
し
て
い

る
子
ど
も
た
ち
、
延
べ
３
千

７
４
４
人
は
、
着
衣
泳
の
体

験
を
プ
ー
ル
で
行
っ
た
。
子

ど
も
た
ち
は「
洋
服
が
重
く

て
泳
げ
な
い
の
で
、
浮
い
て

待
つ
こ
と
が
大
切
」「
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
で
も
つ
か
ま
る
と
体

制
が
楽
に
な
っ
た
」な
ど
と

感
想
を
述
べ
た
。

　

各
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
こ
の

ほ
か
に
地
域
の
小
学
校
や
幼

稚
園
、
保
育
園
な
ど
か
ら
の

委
託
に
よ
り
着
衣
泳
講
習
や

Ｃ
Ｐ
Ｒ（
心
肺
蘇
生
法
）講
習

な
ど
を
行
い
っ
て
い
る
。
着

衣
泳
講
習
は
地
域
の
小
学
校

20
校（
７
月
15
日
現
在
）の
ほ

か
幼
稚
園
・
保
育
園
な
ど
で
指
導
し
、

１
千
１
０
３
人
が
受
講
し
た
。
Ｃ

Ｐ
Ｒ（
心
肺
蘇
生
法
）講
習
は
、
小

学
校
８
校
の
ほ
か
保
育
園
な
ど
で

行
わ
れ
３
５
０
人
が
蘇
生
法
を
学

び
い
ざ
と
い
う
時
の
備
え
と
し
た
。

　

横
浜
北
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
プ
ー
ル
で

行
っ
た
認
定
こ
ど
も
園
高
木
学
園

附
属
幼
稚
園
の
対
外
指
導
も
タ
ウ

ン
ニ
ュ
ー
ス（
港
北
区
版
）に
紹
介

さ
れ
た
。

　

ま
た
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
は
、
い

の
ち
を
守
る
行
動
を
ま
と
め
た
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
を
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
子
ど

も
た
ち
を
は
じ
め
、
地
域
の
小
学

校
な
ど
に
無
料
で
２
万
６
千
冊
ほ

ど
配
布
し
た
。
今
後
も
横
浜
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
で
は
、
い
の
ち
を
守
り
、
育

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
大
切
に
す

る
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
く
。

　

7
月
8
日
に
、
ユ
ー
ス
が
さ
ま

ざ
ま
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
学
び
、

考
え
る「
第
6
回
ユ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
～
自
分
の
未
来（
い
ろ
）を

描
こ
う
～
」が
行
わ
れ
た
。
企
画

や
運
営
も
ユ
ー
ス
の
ス
タ
ッ
フ
と

リ
ー
ダ
ー
が
担
っ
た
。

　

今
回
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
セ
ク
シ

ュ
ア
リ
テ
ィ
領
域
に
て

地
域
活
性
化
を
目
指
す

学
生
団
体
わ
た
が
し
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト（
わ
た
プ

ロ
）と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
企
画
で
、準
備
、

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
、

当
日
運
営
を
と
も
に

行
っ
た
。

　

第
一
部
の
わ
た
プ
ロ

の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
発

題
は
、
る
う
さ
ん（
中

学
生
メ
ン
バ
ー
）に
よ

る「
わ
た
プ
ロ
を
通
し

て
感
じ
た
セ
ク
シ
ャ
リ
テ
ィ
の
変

動
～
自
分
と
の
向
き
合
い
方
、
こ

れ
か
ら
の
自
分
～
」、
え
む
さ
ん

（
関
東
支
部
代
表
）に
よ
る「
自
分

ら
し
く
生
き
る
」、
Ｕ
Ｄ
さ
ん（
代

表
）に
よ
る「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
当

事
者
は
何
に
辛
さ
を
感
じ
る
の
か
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

が
自
分
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
悩
ん
だ
こ
と

や
考
え
行
動
し
た
こ
と
、
い
ま
の

思
い
な
ど
を
語
っ
た
。
第
二
部
で

は
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
と
全
体
共
有
も
行
わ
れ
、
セ
ク

シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
、
特
定
の
人
だ

け
で
な
く
誰
に
で
も
関
係
す
る
大

切
な
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
た
。

ポジティブネットをひろげよう
～今月のよくなる一歩～

自然を感じよう。
いろんな友だちと話そう。 　
自然を感じよう。
いろんな友だちと話そう。 　

　　（Respect　尊敬心）　　（Respect　尊敬心）

 し  ぜん  かん

 とも  はな

第6回ユースカンファレンス
セクシュアリティを学んだ

Y M C A
N E T W O R K
N E W S

こまめな水分補給を

ウォーターセーフティーキャンペーン
5,299人が着衣泳などを体験
今 夏 も い のち守 る 取り組 み 展 開
小学校・幼稚園で着衣泳・CPR 講習

　敗戦後各地で、旧体制崩壊後の現地政府が、その
地の日本人指導者層を捕らえ、朝鮮民族への諸罪責
を問いました。父も、その指導者層の一人として、
旧道庁所在地の新義州に連行されました。多くの人
の生死が不明になることや、悲惨な死を遂げた方も
いらっしゃいました。父の場合は、ある時期まで厳
しかった取り調べも、ぱったり止み、三カ月余の後、
釈放され、居留地に戻ることが許されました。当時、
日本人をかばう証言は誰も引き受け手がなく、釈放
されたことは、どこのどなたが主張し、裏付けたのか、
全く不明でした。
　父が帰宅すると、その地に居住している日本人集
団のまとめ役の仕事を引き受けることになりました。
日本人は、これまでの生活の場を明け渡し、集団で
生活することが強いられました。そこに各地から避
難してきた人たちを含め日本人の生活が支えられる
ように、対現地政府や当時駐留したソ連軍の司令部
などと、さまざまな折衝を行い、日本人集団の和を
保つ役をし、日本への帰還の交渉など心休まる時の
ない毎日を送りました。1946年 9 月初めに、父は大
部分の日本人を送り出したあと、さまざまな支援を
必要とする老人を含む集団を、小さな船 ２ 艘をチャー
ターして、海路黄海を南下脱出し、210日の時期であ
り、海上で台風に翻弄され、マストが折れるほどの
損傷を受けつつ、ようやく38度線を越えたのか越え
ないのかという引き潮の干潟に下ろされて、現・韓
国側の地を踏むことができました。

（元横浜 YMCA 常議員
　・元大和 YMCA 運営委員長 髙橋信夫）

体験を平和につなぐ vol.25
父　連行－釈放－韓国へ

　本格的に暑い夏がやってきまし
た。洗濯物がよく乾く気持ちのい
い日差しはうれしいですが、ジリ
ジリと肌を照らす強い日差しの時
は、外に出ることをためらってし
まうこともあります。そのような
中でも保育園の子どもたちは元気
に過ごしています。強い日差しに
も負けず、毎日水遊びや泥遊びに
熱中しています。暑さも気にせず
遊べることは良いことですが、そ
の分、大人が外で遊ぶ時の気温や
日差し、衣服の調節、水分補給な
どに気をつけて熱中症などの危険
から守りたいですね。

　子どもたちは、地面からの照り
返しにも注意が必要です。水遊び
をしていると、つい水分補給を忘
れてしまいがちですが、保育園で
は必ず水分補給の時間を設けてい
ます。また、遊びを見守る大人も
気を付けなければいけないですね。
子どもたちを気遣う時には同時に、
ご自身のことも気にするようにし
ましょう。
　大人も子どもも、こまめな水分
補給を心がけ、元気に暑い夏を乗
り切りましょう。
　（YMCA 東かながわ保育園　
　　　　主任　笹山美和）

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
平
和
に
つ
い
て
考

え
る
時
を
も
と
う
と
、
７
月
に「
折
り
鶴

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
行
っ
た
。

　

各
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
や
保
育
園
、
高
齢
者
施
設

な
ど
で
は
、
折
り
鶴
の
制
作
を
呼
び
か
け
、

会
員
一
人
ひ
と
り
が
思
い
を
込
め
て
折
り

鶴
を
折
っ
た
。
今
年
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点

か
ら
、
過
去
に
平
和
記
念
公
園
に
献
納
さ

れ
た
千
羽
鶴
を
再
利
用
し
た「
再
生
紙
折

り
紙
」も
用
い
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ

た
。
千
羽
鶴
に
し
た
折
り
鶴
の
一
部
は
、

ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
事
業「
ひ
ろ
し
ま
ピ
ー

ス
キ
ャ
ン
プ
」の
子
ど
も
た
ち
の
手
に
よ
っ

て「
原
爆
の
子
の
像
」に
献
納
す
る
。
昨
年

は
３
万
を
超
え
る
折
り
鶴
を
献
納
し
た
。

横浜
皆
で
平
和
を
考
え

折
り
鶴
を
広
島
へ

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
指
定
管
理
者
と
し
て

運
営
管
理
を
行
っ
て
い
る
横
浜
市
鶴
見
中

央
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
で
は
、
川
の
周
辺
の

ゴ
ミ
を
拾
う
こ
と
で
海
の
環
境
を
守
っ
て

い
こ
う
と
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
14「
海
の
豊
か
さ

を
守
ろ
う
」に
つ
な
が
る
取
り
組
み
と
し

て
、
６
月
24
日
に
地
域
の
人
た
ち
と「
鶴

見
川
ゴ
ミ
拾
い
ウ
ォ
ー
ク
」を
行
っ
た
。

　

当
日
は
、
鶴
見
大
学
の
学
生
、
鶴
見
中

学
校
、
豊
岡
小
学
校
や
、
鶴
見
中
央
地
域

ケ
ア
プ
ラ
ザ
に
て
備
品
の
修
繕
や
消
毒
作

業
な
ど
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
う
ち
ょ

こ
っ
と
助
け
隊
の
メ
ン
バ
ー
、
横
浜
つ
る

み
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
25
人
の
参

加
が
あ
っ
た
。

　

鶴
見
川
の
土
手
の
上
と
下
に
分
か
れ
て

実
施
し
、た
ば
こ
の
吸
い
殻
や
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ゴ
ミ
、
缶
、
ビ
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な

ど
総
計
14
・
３
㎏
の
ゴ
ミ
が
集
め
ら
れ
た
。

参
加
者
か
ら
は「
ゴ
ー
ル
の
河
口
近
く
で

は
、
ゴ
ミ
の
量
が
多
く
あ
っ
た
。
ゴ
ミ
拾

い
す
る
こ
と
で
少
し
で
も
海
の
環
境
を
守

り
た
い
」と
語
っ
た
。

横浜
鶴
見
川
ゴ
ミ
拾
い

地
域
で
守
る
環
境

韓
国
・
光
州
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
研
修
団
来
浜

４
年
ぶ
り
に
学
び
と
交
流
を
再
開

▲�学びと交流、活発な意見交換が毎回行われている

▲ YMCA のプールで「浮いて待つ」を体験（横浜中央 YMCA）
▲右下）地域の小学校においても着衣泳の体験指導を行った
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韓
国
・
光
州
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
横
浜

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
相
互
に
訪
問
し

理
解
を
深
め
交
流
す
る
短
期
研
修

を
行
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
２
０
１
９
年
以
降
実
施
を
見

送
っ
て
い
た
が
、
６
月
26
日
か
ら

30
日
に
、
光
州
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
短
期
研

修
団
が
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を
訪
れ
、

４
年
ぶ
り
に
研
修
が
再
開
し
た
。

　

初
日
は
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
理
事

や
常
議
員
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

に
よ
る
歓
迎
会
が
行
わ
れ
、
久
し

ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
合
い
、

互
い
の
国
の
言
葉
で
あ
い
さ

つ
を
交
わ
し
た
。
研
修
で
は
、

関
東
大
震
災
時
の
誹
謗
中
傷

に
よ
っ
て
犠
牲
と
な
っ
た
朝

鮮
人
慰
霊
の
た
め
久
保
山
墓

地
を
訪
れ
、
献
花
と
祈
り
を

捧
げ
た
。
ま
た
、
大
和
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
、
大
和
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
保
育

園
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
青
山
学
院
横

浜
英
和
小
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー

ル
、
湘
南
と
つ
か
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
、

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
つ
か
保
育
園
、

平
和
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
と
語
っ
た
。

組
み
に
エ
ー
ル
を
贈
り
、
今
後
も

ユ
ー
ス
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た

い
と
語
っ
た
。
午
後
に
は
、
横
浜

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
非
常
勤
と
し
て
働
く

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
ス
タ
ッ
フ
の
カ
テ

リ
ー
ナ
さ
ん
、
リ
リ
ア
さ
ん
と
と

も
に
、
公
益
財
団
法
人
横
浜
市
国

際
交
流
協
会
が
運
営
す
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
交
流
カ
フ
ェ「
ド
ゥ
ル
ー
ズ
ィ
」

を
見
学
し
た
。
そ
の
後
、
横
浜
市

役
所
を
訪
れ
、
山
中
竹
春
横
浜
市

⻑
を
表
敬
訪
問
し
た
。
山
中
市
⻑

か
ら
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
活
動

に
対
す
る
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
へ
の
感
謝
の
言

葉
が
述
べ
ら
れ
た
。
ソ
ヘ
イ
ラ
会

⻑
は
、
世
界
１
２
０
の
国
と
地
域

に
あ
る
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
さ
ら
に
連
帯

し
、
平
和
な
社
会
を
つ
く
る
た
め

の
働
き
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
述

べ
ら
れ
、
今
後
も
行
政
と
地
域
の

企
業
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
が
連
携
し
て

　

和
解
と
共
生
の
た
め
に
尽
力
し
、

２
０
２
２
年
12
月
14
日
に
94
歳
で

亡
く
な
っ
た
関
田
寛
雄
牧
師(

青

山
学
院
大
学
名
誉
教
授)

の
お
別

れ
の
会(

主
催
関
田
寛
雄
牧
師｢

お

別
れ
の
会｣

実
行
委
員
会)

が
６

月
17
日
に
川
崎
朝
鮮
初
級
学
校(

川

崎
市
桜
本)

体
育
館
で
行
わ
れ
た
。

　

関
田
牧
師
は
、
青
山
学
院
⾼
等

部
ハ
イ
Ｙ
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動

に
参
加
し
、
１
９
４
８
年
横
浜
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
職
員
と
し
て
少
年
部
を
担

当
し
、
戦
後
に
は
荒
廃
し
た
少
年

部
の
再
建
に
努
め
た
。
牧
師
と

な
っ
た
後
は
、
１
９
９
４
年
か
ら

日
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
主
事
養
成
研
修
講

師
と
し
て
全
国
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ス

タ
ッ
フ
養
成
に
尽
力
し
、
１
９
９

６
年
、
日
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
基
本
原
則

検
討
委
員
会
委
員
を
務
め
た
。
２

０
１
９
年
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ｢

奉

仕
の
書｣

に
名
前
が
刻
ま
れ
た
。

２
０
２
０
年
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
特
別
功

労
賞
を
受
賞
し
た
。

　

お
別
れ
の
会
に
は
、
２
３
０
名

が
参
列
し
、
礼
拝
の
時
を
持
ち
、

関
係
者
代
表
の
９
人
が
関
田
牧
師

を
偲
ん
だ
。
こ
の
う
ち
佐
竹
博
横

浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
総
主
事
は「
関
田
先

生
の
実
践
さ
れ
た
地
域
や
社
会
で

小
さ
く
さ
れ
て
い
る
人
に
寄
り
そ

う
活
動
を
続
け
ま
す
」と
誓
っ
た
。

　

お
別
れ
の
会
の
報
告
は
川
崎
戸

手
教
会
Ｈ
Ｐ
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。

常
議
員
会
議
長
に

黄
崇
子
氏
選
任

６
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
理

事
・
常
議
員
会
に
お
い
て
、
常
議

員
会
議
⻑
の
改
選
が
行
わ
れ
、
議

⻑
に
黄
崇
子
氏
が
、
副
議
⻑
に

中
村
敦
氏
が
選
出
さ
れ
た
。

　

常
議
員
会
議
⻑
は
、
会
則
第
12

条
に
基
づ
い
て
毎
年
改
選
さ
れ
て

い
る
も
の
で
、
黄
氏
、
中
村
氏
は

共
に
１
期
目
の
就
任
と
な
る
。

維

持

会

員

　

田
丁
望
海（
敬
称
略
。
７
月
５

日
ま
で
に
入
金
い
た
だ
い
た
新
規

登
録
の
方
で
す
）。

　

世
界
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
ソ
ヘ
イ
ラ
・

ハ
イ
エ
ッ
ク
会
⻑
が
日
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
同
盟
１
２
０
周
年
に
合
わ
せ
来

日
し
、
６
月
20
日
か
ら
22
日
に
横

浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を
訪
れ
た
。

21
日
に
ソ
ヘ
イ
ラ
会
⻑
は
、
横

浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
佐
竹
博
総
主
事
と
意

見
交
換
し
た
後
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

学
院
専
門
学
校
日
本
語
学
科
や
ウ

エ
ル
ネ
ス
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
見

学
し
た
。
５
人
の
ユ
ー
ス
ス
タ
ッ

フ
と
意
見
交
換
を
行
い
、
社
会
の

変
革
に
つ
な
が
る
活
動
へ
の
取
り

ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ア
ン

ジ
ュ
・
レ
ザ
ン
、
横
浜
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー（
運
営
受
託
）

な
ど
を
視
察
し
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

の
事
業
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
た
。

後
半
に
は
、
５
人
の
青
年
の
祈
り

か
ら
１
３
９
年
前
に
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
が
始
ま
っ
た
横
浜
海
岸
教
会
を

訪
問
し
た
ほ
か
、
富
士
山
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
グ
ロ
ー
バ
ル
・
エ
コ
・
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
を
訪
れ
、
上
海
・
光
州
・
横
浜

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の「
平
和
の
鐘
」を
鳴
ら

し
、
共
に
平
和
を
願
っ
た
。

　

秋
に
は
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
か
ら
光

州
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
へ
短
期
研
修
団
の
訪

問
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

横
浜
市
長
表
敬
訪
問
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
カ
フ
ェ
を
見
学

関
田
寛
雄
牧
師
お
別
れ
の
会

世
界
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
ソ
ヘ
イ
ラ
会
長
来
浜

和
解
と
共
生
に
尽
力
し
た

FLASH NEWS

　 7 月13日に、横浜つるみワイズメンズクラブ
のキックオフ例会を行いました。このように、
新型コロナウイルスの 5 類感染症への移行に伴
い、これまで、感染拡大予防のために開催出来
ていなかった活動に取り組み、活性化を図りた
いと思っています。
　その一つのプログラムとして、7 月 9 日に実
施した横浜市東本郷地域ケアプラザ（指定管理
施設）の行っている「歌の広場」は、日曜日にもか
かわらず30人程の人が集まりました。これまで
の感染拡大防止のため一部実施の見送りや、マ
スク着用で抑えられていた「笑い」「コミュニュ
ケーション」「歌」等は、換気を十分にし、マス
クを着用し行われました。久しぶりに顔をあわ
せることが出来、ホットした気持ちになりました。

（横浜つるみワイズメンズクラブ会長
　　　　　　　　　　　　　久保勝昭）

今期の意気込み
横浜つるみワイスメンズクラブ

ひとかき

総主事総主事
佐 竹 　 博佐 竹 　 博

　

神
戸
大
学
名
誉
教
授
の
ロ

ニ
ー
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
さ
ん
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に「
あ
な

た
は
今
日
、
ど
ん
な
平
和
に
出

会
い
ま
し
た
か
？
」と
い
う「
一

言
の
平
和
」コ
ー
ナ
ー
を
開
設

し
て
い
る
。
あ
る
人
の
投
稿
は
、

平
和
と
は
笑
顔
を
分
か
ち
合
う

「
私
」か
ら
始
ま
る
行
為
で
、
そ

れ
は
、
平
和
は
人
そ
れ
ぞ
れ
の

心
の
中
に
あ
る
か
ら
だ
と
。
あ

る
人
は
、
布
団
に
も
ぐ
っ
て
い

る
時
が
平
和
だ
と
い
う
。
た
だ

し
、
暑
く
な
る
ま
で
の
つ
か
の

間
の
平
和
で
あ
り
、
平
和
と
は

季
節
に
よ
っ
て
変
わ
る
と
い
う

気
づ
き
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
あ
る
人
に
と
っ
て
の

平
和
と
は
、
家
族
が
安
全
で
健

康
で
生
き
生
き
と
し
て
い
る
こ

と
だ
と
い
い
、
自
分
以
外
の

誰
か
が
平
和
の
対
象
な
の

だ
。

８
月
は
平
和
を

考
え
る
こ
と
が
特
に
多
い
。
目

指
す
平
和
は
、「
戦
争
な
ど
争

い
が
な
い
状
態
」の
こ
と
で
は

な
く「
一
言
の
平
和
」に
あ
る
よ

う
に
、
そ
の
時
々
で
変
わ
る
状

況
の
中
、
自
分
だ
け
で
な
く
、

他
者
へ
の
思
い
も
含
ま
れ
る
、

聖
書
に
示
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教

の
価
値
観
に
基
づ
く
。「
平
和

の
実
現
」を
目
指
す
た
め
に
は

ど
の
よ
う
な
行
動
が
必
要
な
の

だ
ろ
う
か
、
と
考
え
る
こ
と
し

ば
し
ば
で
あ
る
。

　

関
田
寛
雄

牧
師
は
、
キ
ン
グ
牧
師

の
説
教
よ
り「
我
々
の
目
的

は
白
人
に
勝
つ
こ
と
で
は
な

い
。
誤
っ
た
敵
意
を
な
く
す
こ

と
に
あ
る
」を
引
用
し「
敵
意
を

な
く
す
た
め
に
は
、
愛
し
か
な

い
の
だ
。」と
語
っ
た
。

　

教
会
の
礼
拝
や
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の

集
会
に
お
け
る
私
た
ち
の
祈
り

に
は
、
自
分
以
外
の
誰
か
、
時

に
は
会
っ
た
こ
と
の
な
い
誰
か

の
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
る
祈
り

が
含
ま
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
祈

り
を
す
る
ひ
と
時
、
私
は
平
和

を
創
り
出
す
人
に
少
し
で
も
近

づ
い
て
い
る
だ
ろ
う
か
と
自
問

す
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
心
に
あ
る
誰
か

を
思
う
優
し
い
気
持
ち
が
、
言

葉
と
な
り
、
行
動
に
つ
な
が
り

平
和
の
実
現
へ
つ
な
が
っ
て
い

く
こ
と
を
信
じ
、こ
の
夏
も
祈
っ

て
い
く
。

平和 祈り平和 祈り

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
平
和
に
つ
い
て
考

え
る
時
を
も
と
う
と
、
７
月
に「
折
り
鶴

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
行
っ
た
。

　

各
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
や
保
育
園
、
⾼
齢
者
施
設

な
ど
で
は
、
折
り
鶴
の
制
作
を
呼
び
か
け
、

会
員
一
人
ひ
と
り
が
思
い
を
込
め
て
折
り

鶴
を
折
っ
た
。
今
年
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点

か
ら
、
過
去
に
平
和
記
念
公
園
に
献
納
さ

れ
た
千
羽
鶴
を
再
利
用
し
た「
再
生
紙
折

り
紙
」も
用
い
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ

た
。
千
羽
鶴
に
し
た
折
り
鶴
の
一
部
は
、

ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
事
業「
ひ
ろ
し
ま
ピ
ー

ス
キ
ャ
ン
プ
」の
子
ど
も
た
ち
の
手
に
よ
っ

て「
原
爆
の
子
の
像
」に
献
納
す
る
。
昨
年

は
３
万
を
超
え
る
折
り
鶴
を
献
納
し
た
。

横浜
皆
で
平
和
を
考
え

折
り
鶴
を
広
島
へ

地域や社会の課題を考えていこうとシリーズ
で開催しているグローバルセミナーは、 7

月15日に「甘いバナナの苦い現実」（主催国際事
業委員会）をテーマに、ユースが中心となりオン
ラインで行われた。講師の田坂興亜さん（民間稲
作研究所理事・元アジア学院校長・元国際基督教
大学教授）は、アジアの農薬規制やフィリピンの
ミンダナオ島での実態調査から、農薬が私たちに
与える影響や日常的に食べている食品からの影響
などの話があった。ブレイクアウトセッションで
は参加者が互いに感想を述べ、目に見えない食の
安全に関心を持っていきたいなど意見交換した。

横浜 YMCA 国際事業委員会では、地域の課題を
知り、地域協力のあり方を学び、深めようと、

学習会「寿町スタディーツアー」を 7 月 1 日に行っ
た。最初に、日本キリスト教団なか伝道所にて近
藤昇さん（寿日雇労働者組合）、山本貴史さん（寿
炊き出しの会）から今の寿町の実態や課題を聞い
た後、寿町を歩いて回った。今後の活動に役立てる。

韓
国
・
光
州
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
研
修
団
来
浜

４
年
ぶ
り
に
学
び
と
交
流
を
再
開

▲歓迎会で再会を喜び合う光州と横浜 YMCAの皆さん

▲ 山中横浜市長（中央）を表敬訪
問したソヘイラ会長（右から 3 人
目）、佐竹総主事、同行の皆さん

▲ 関田寛雄牧師のこれまでの
YMCA におけるご指導への感
謝を述べた佐竹総主事



横 浜 青 年
横浜中央YMCA Tel 045-662-3721
横浜北YMCA Tel 045-433-4321
藤沢YMCA Tel 0466-26-1151
横須賀YMCA Tel 046-854-5126
川崎YMCA Tel 044-932-2031
厚木YMCA Tel 046-244-4181
鎌倉YMCA Tel 0467-24-7859
YMCA山手台センター Tel 045-813-1022
湘南とつかYMCA Tel 045-864-4768
金沢八景YMCA Tel 045-782-3003
YMCA東とつかセンター Tel 045-392-3747
大和YMCAライフサポートセンター Tel 046-264-3192

横浜YMCAワークサポートセンター アンジュ Tel 045-867-0090
横浜YMCAワークサポートセンター レザン Tel 045-860-5252
YMCAあつぎ保育園ホサナ Tel 046-222-8619
YMCA山手台保育園アルク Tel 045-813-1022
YMCAとつか保育園 Tel 045-870-3663

Y M C Aマナ保 育 園 Tel 045-790-3588
YMCAとつか乳児保育園 Tel 045-870-3235
YMCAつるみ保育園 Tel 045-500-5030
YMCAかわさき保育園 Tel 044-520-1825
YMCAいずみ保育園 Tel 045-800-3010

YMCA東とつか保育園 Tel 045-820-5588
YMCA東かながわ保育園 Tel 045-440-3763
YMCAたかつ保育園 Tel 044-281-7833
金沢八景YMCA保育園 Tel 045-353-5130
YMCAオベリン保育園 Tel 042-707-9974
大和YMCA保育園 Tel 046-214-3192
富士山YMCAグローバル・エコ・ヴィレッジ Tel 0544-54-1151
三浦YMCAグローバル・エコ・ヴィレッジ Tel 046-888-2100
鶴 見 中 央 Y M C A Tel 045-508-7800
YMCAライフサポートセンター鶴見 Tel 045-506-0131
本   部   事   務   局 Tel 045-662-3721横浜YMCA

I N F O R M A T I O N
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●新型コロナウイルスの感染・拡大防止のた
め、イベントを延期・中止させていただく場
合があります。（参加費は税込み）

レクチャー
■平和のための合同祈祷会
日　時　8月5日（土）午後2時～3時
会　場　日本ナザレン教団藤沢ナザレン教会
内　容　平和のための祈祷会
テーマ　二つのものを一つに
参加費　無料
主　催　藤沢市内キリスト教連絡会
申込み　藤沢 YMCA（事務局）Tel 0466-26-1151

イベント
■厚木 YMCA 夏季クラフト 
日　時　 8月15日（火）～16日（水）午前10時30

分～11時45分
会　場　厚木 YMCA
内　容　 立体紙工作「わたしのステキな木」を

各々にて作ります。
対　象　年中～小学3年生
参加費　会員3,700円・一般4,800円
持ち物　 色鉛筆・クレヨンまたはクレパス・

えんぴつ・消しゴム・はさみ・木工
用ボンド・手拭きタオル。持ち物が
そろわない場合は YMCA のものをお
使いください。※汚れてもよい服装

でお越しください。
申込み　厚木 YMCA Tel 046-244-4181
■第30回 AIDS 文化フォーラムin 横浜
日　時　 8月4日（金）～6日（日）午前10時～午

後5時30分（最終日午後4時）
会　場　 かながわ県民センター（横浜駅徒歩

5分）・一部ライブ配信
参加費　無料
主　催　 AIDS 文化フォーラム in 横浜組織委

員会
共　催　神奈川県
問合せ　AIDS 文化フォーラム in 横浜事務局
　　　　（横浜 YMCA 内）Tel 045-662-3721
〇誰もがみんなマイノリティ
日　時　8月4日（金）午後3時30分～5時30分
会　場　会議室301
講　師　 岡 笑叶さん（株式会社ファーストペ

ンギン 代表）
内　容　 10代の岡さんの話からマイノリティ

や自分らしさについて共に考えてい
きます。

主　催　横浜 YMCA 国際・地域事業
〇 子どもたちが安心して暮らせる社会をつくるために
日　時　8月6日（日）午後1時～3時
会　場　会議室305
講　師　シオリーヌ（大貫詩織）さん
内　容　 性の知識を子どもたちにどう伝える

か、相談してもらえる大人に必要な
姿勢を考えていきます。

主　催　 横浜 AIDS 市民活動センター（横浜

YMCA 運営受託）
■アンネのバラ 育て隊2023
アンネのバラの手入れをしながら、バラの育
て方について学びます。
日　時　8月25日（金）午前10時～11時30分
会　場　藤沢 YMCA
内　容　土のおはなし・植え替え・剪定
参加費　 1,000円（横浜 YMCA 国際・地域協力

募金となります）
問合せ　藤沢 YMCA  Tel 0466-26-1151

子育て支援
■横浜子育てサポートシステム入会説明会
日　時　8月19日（土）午後1時30分～2時30分
会　場　金沢区地域子育て支援拠点とことこ
対　象　 横浜子育てサポートシステムに入会

を考えている方
問合せ　 横浜子育てサポートシステム金沢区

支部事務局　Tel 045-352-7110
■横浜子育てサポートシステム入会説明会
日　時　 8月22日（火）午前10時15分～11時15

分・30日（水）午後2時～3時
会　場　中区地域子育て支援拠点のんびりんこ
対　象　 横浜子育てサポートシステムに入会

を考えている方
問合せ　 横浜子育てサポートシステム中区支

部事務局　Tel 045-663-0676
■プレママDay
日　時　8月22日（火）午前10時30分～11時30分

会　場　金沢区地域子育て支援拠点とことこ
対　象　第1子妊娠中の方
内　容　タッチケア体験とおしゃべりタイム
問合せ　 金沢区地域子育て支援拠点とことこ
　　　　Tel 045-780-3205

学校説明会
■ YMCA 健康福祉専門学校　
日　時　 8月 *5日・12日・19日・26日（土）・

7日（月）・22（火）・*31日（木）
　　　　午前10時～/* 午後2時～
内　容　 オープンキャンパス *AO 入試＆学校

説明会
申込み　Tel 046-223-1441
詳　細　QR コードをご覧ください。
■横浜 YMCAスポーツ専門学校　
日　時　 8月5日（土）・14日（月）、20日（日）午

前 *10時30分～/ 午後2時～ 
内　容　学校・入試説明会
申込み　Tel 045-864-4990
詳　細　QR コードをご覧ください。
■横浜 YMCA 学院専門学校
日　時　8月26日（土）午後1時～3時
内　容　国際情報ビジネス科学校説明会
申込み　Tel 045-661-0080
　　　　 詳細は HP または QR コードをご覧く

ださい。
　　　　※ ご都合が合わない場合は

ご相談ください。

第26回横浜 YMCAインターナショナル・
チャリティーラン2023　 8 /1～申込み開始

　障がいのある青少年を応援する「第26回横浜 YMCA インターナショ
ナル・チャリティーラン2023」は、10月16日（月）から30日（月）オンラ
イン開催（チーム・個人エントリー/15日間の累積歩数）と10月14日（土）
1 Day 開催（チームエントリー一般・スペシャルラン・小学生・幼児）
／臨港パーク内特設コースを走る）にて行われます。
参加方法は①チーム・個人による参加（オンライン・
1 Day 開催）②チームスポンサー③物品協賛。エン
トリー開始は 8 月 1 日から。詳細は HP、QR コード
にてご確認ください。

ウクライナ支援募金受付中
　ウクライナ支援募金を継続して受け付けてい
ます。詳細はhttp://bit.ly/ 3 sKNfxy
またはQRコードをご覧ください。

横浜 YMCA 賛助会異業種交流会
チャリティーランのために

　 9 月 8 日（金）午後 6 時30分からチャリティーランのための第19
回異業種交流会（主催横浜 YMCA 賛助会幹事会）が行われます。今
年は 4 年ぶに対面での開催となり、イタリアンダイニングカリー
ナ（横浜市中区）にて立食形式で行われ、横浜市内の企業を中心と
した業界（食品・金融・物流・マスコミなど）が集まり、名刺交換
ビンゴやチャリティー・オークションを行いな
がら親睦を深めます。オークションの売り上げは、
横浜 YMCA インターナショナル・チャリティー
ランの支援金となります。事務局では、参加とオー
クション出品の申込み（ 9 月 2 日まで）を受け付
けています（QR コード／Google フォーム）。

　日常的な消毒清掃、扉や窓の開放等の感染予防対
策を行っています。施設内におけるマスク着用は、
個人の判断を基本としますが、引き続きのご協力を
お願いします。各クラスやプログラム参加時は、そ
れぞれの留意事項に従い参加をお願いします。

ウイルス感染防止対策の取り組み

水
泳
指
導
か
ら
ト
イ
レ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
私
の
ハ
ッ
ピ
ー
ス
ポ
ッ
ト

浦
川
多
鶴
子

横
浜
中
央
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
リ
ー
ダ
ー

（
う
ら
ら
リ
ー
ダ
ー
）

　

私
と
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
の
良
き
つ
な
が
り
は
、

趣
味
で
始
め
た
水
泳
で
す
。
泳
ぐ
こ
と
が

楽
し
く
、
続
け
て
い
る
中
で
、
夫
か
ら
の

「
プ
ロ
を
目
指
せ
ば
！
」と
い
う
一
言
に
よ

り
30
歳
半
ば
で
日
本
水
泳
連
盟
の
水
泳
指

導
員
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。
あ
る
ス

イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
60
歳
ま
で
コ
ー
チ

と
し
て
勤
め
、
そ
ろ
そ
ろ
ゆ
っ
く
り
し
よ

う
と
思
い
退
職
し
ま
し
た
。

　

中
区
で
プ
ー
ル
も
大
き
く
、
安
全
、
安

心
、
信
頼
の
出
来
る
横
浜
中
央
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

に
孫
３
人
が
世
話
に
な
っ
て
い
ま
し
た
の

で
レ
ッ
ス
ン
を
見
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
や
は
り
指
導
は
、
素
敵
で
楽
し

い
と
再
認
識
し
、
今
度
は
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
75
歳
ま
で
横
浜
中
央
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
泳
指

導
に
関
わ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
し

て
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ス
中
に
子
ど
も
た
ち

が
ト
イ
レ
に
行
く
時
の
付
き
添
い
を
行
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
誘
い
が
あ
り
、
２
０

２
１
年
４
月
か
ら
始
め
ま
し
た
。
き
ち
ん

と
教
育
さ
れ
た
ス
テ
キ
な
リ
ー
ダ
ー
た
ち

や
、
か
わ
い
ら
し
い
幼
児
と
接
す
る
こ
と

が
出
来
る
プ
ー
ル
サ
イ
ド
は
、
や
さ
し
く
、

緊
張
感
の
あ
る
、
ま
た
自
分
を
ゆ
っ
く
り

見
つ
め
る
こ
と
の
出
来
る
大
切
な
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

続
け
る
に
は
、
多
少
の
自
己
管
理
等
の
さ

さ
や
か
な
努
力

と
自
分
を
客
観

的
に
見
る
必
要

性
も
感
じ
て
い

ま
す
。そ
し
て
、

私
に
と
っ
て
大

切
な
時
間
で
、

勝
手
に
若
返
っ

た
よ
う
な
勘
違

い
を
し
て
い
る

今
日
こ
の
頃
で

す
。
振
り
返
る

と
、
学
生
か
ら
主
婦
へ
と
独
⾝
時
代
に
、

社
会
に
出
た
経
験
が
な
か
っ
た
私
は
月
並

み
で
す
が
、
水
泳
を
通
し
て
、
忍
耐
・
努

力
・
協
調
性
が
⾝
に
付
い
た
よ
う
で
す
。

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
リ
ー
ダ
ー
時
代
は
、
指
導
に
関

わ
る
補
助
法
や
親
し
み
を
込
め
た
ジ
ョ
ー

ク
や
熱
心
す
ぎ
る
指
導
な
ど
も
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
行
為
に
つ
な
が
る
こ
と
な
ど
を
勉
強

し
ま
し
た
。
現
在
は
若
い
リ
ー
ダ
ー
た
ち

の
礼
儀
正
し
く
誠
実
な
姿
勢
を
少
し
で
も

見
習
え
た
ら
と
心
掛
け
、
多
く
の
小
さ
な

気
付
き
に
よ
っ
て
日
々
進
歩
し
て
い
る
時

代
を
何
と
か
つ
い
て
い
け
て
い
る
の
か
な

ど
自
問
自
答
の
毎
日
で
す
。

　

週
に
何
回
か
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
た
め

プ
ー
ル
や
ジ
ム
を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、

メ
ン
バ
ー
の
方
々
は
、
元
気
で
、

は
つ
ら
つ
と
さ
れ
て
い
て
励
ま
さ

れ
、
皆
さ
ん
に
お
会
い
す
る
の
が

何
よ
り
楽
し
み
で
す
。

　

年
々
行
動
範
囲
が
狭
く
な
る
な

か
で
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
ど
う
し
て
も

行
き
た
い
私
の
ハ
ッ
ピ
ー
ス
ポ
ッ

ト
と
な
り
ま
し
た
。
末
永
く
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▶デスクペン　今号では、横浜YMCAのボランティア活動の一部を紹介させていただきました。ぜひ一緒にYMCAで活動してみませんか。次号では関東大震災時の活動を紹介する予定です。（直）
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▲ プールサイドでスタッフ・リーダーたちと
　（中央。2023年 7 月。横浜中央 YMCAにて）


